
下
水
道
は
、
整
備
区
域
ご
と
に
利
用
で

き
る
人
が
限
ら
れ
ま
す
。
下
水
道
の
整
備

に
か
か
る
費
用
を
全
て
公
費
で
賄
う
と
、

整
備
区
域
以
外
の
人
も
こ
れ
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
、
不
公
平
が
生
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
整
備
に
よ
り
利
益
を

受
け
る
人
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
の
が
受
益
者
負
担
金
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地
は
、

下
水
道
整
備
区
域
の
全
て
の
土
地
で
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
そ
の
土
地
に
対
し
て

一
度
限
り
の
も
の
で
す
。

例
え
ば
190
㎡
の
土
地
の
負
担
金
額
は
、

350
円×

190
㎡
＝
６
万
６
千
500
円
と
な
り
ま

す
。

今
回
、
公
告
さ
れ
る
賦
課
対
象
区
域
内

に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は

そ
の
土
地
に
権
利
を
持
っ
て
い
る
人
の
い

ず
れ
か
が
受
益
者
（
負
担
金
を
納
め
る
人
）

で
す
。
市
で
は
、
９
月
下
旬
以
降
に
対
象

と
な
る
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
へ
書
類

を
送
付
し
ま
す
。

３
年
度
に
賦
課
決
定
し
た
区
域
は
、
４

年
６
月
よ
り
負
担
金
の
納
付
が
始
ま
り
ま

す
。
納
付
方
法
は
５
年
間
の
分
割
で
、
１

年
を
４
期
に
分
け
て
計
20
期
で
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
各
年
度
の
第
１

期
（
毎
年
６
月
）
に
残
り
の
負
担
金
全
額

を
一
括
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
は
納
期
前
納
付
報
奨
金
（
限
度
額

25
万
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

・
農
地
（
登
記
及
び
現
況
が
農
地
）

・
係
争
中
の
土
地

・
災
害
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
受
益

者
が
所
有
す
る
土
地

・
国
、
地
方
公
共
団
体
の
土
地

・
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
の
土
地

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
の
土
地

・
墓
地
、
埋
葬
な
ど
に
関
す
る
法
律
第
２

条
第
５
項
に
規
定
す
る
墓
地

・
宗
教
法
人
法
第
３
条
に
規
定
す
る
境
内

地
・
私
道
（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
）

・
自
治
会
な
ど
が
管
理
運
営
す
る
集
会
場

な
ど
の
土
地

※

減
免
率
は
25
％
〜
100
％
で
す
。

都
市
基
盤
の
整
備
と
し
て
平
成
元
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
令
和
２
年
度
末
に
お
い
て

千
304
．
９
ha
を
整
備
し
ま
し
た
。

「
令
和
３
年
度
に
工
事
を
行
い
、
４
年
４
月
１
日
か
ら
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
（
一
部
の
既
整
備
区

域
を
含
む
）」を
３
年
度
に
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を
賦
課
す
る
区
域
と
し
て
７
月
１
日
㈭
に
公
告
す

る
予
定
で
す
。
　

■問
　
下
水
道
課
管
理
業
務
係
　
☎
95
│
９
９
１
１

汚
水
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
、
雨

水
は
川
や
海
へ
直
接
放
流
す
る
「
分
流
式

下
水
道
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
住
宅
を
新
築
・
増
改
築
す
る

人
は
、
汚
水
と
雨
水
を
別
々
に
流
す
こ
と

の
で
き
る
設
備
に
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
下
水
道
に
接
続
す
る
と
き
改
造

が
容
易
に
で
き
、
経
費
の
無
駄
が
な
く
な

り
ま
す
。

未
接
続
の
場
合
、
家
庭
汚
水
の
悪
臭
な

ど
が
発
生
し
、
近
所
の
人
に
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。
下
水
道
法
で
は
「
公
共
下
水
道

が
供
用
開
始
さ
れ
た
場
合
は
下
水
道
に
接

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
接
続
義
務

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
な
家
庭
の
場
合
、
浄
化

槽
に
か
か
る
費
用
よ
り
下
水
道
使
用
料
の

方
が
割
安
で
あ
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

１
日
も
早
い
下
水
道
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金 

賦
課
対
象
区
域

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
区
域

で
住
宅
を
新
築
・
増
改
築
す
る
人
へ

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
内
で
下

水
道
へ
接
続
し
て
い
な
い
人
へ

公
共
下
水
道
に
早
期
接
続
を
！

負
担
金
の
徴
収
猶
予

負
担
金
の

減
免
さ
れ
る
場
所

負
担
金
を
納
め
る
人

負
担
金
の
納
付

受
益
者
負
担
金

負
担
金
は

１
㎡
当
た
り
350
円

令
和
３
年
度
下
水
道
事
業

△市下水道マスコット
キャラクター ギョッピー

122021.7.1

賦課
対象区域図
（色塗り部分）

尾城町、篭田町、幸町、城山町、
住吉町、千福町、中後町、浜尾町

伊勢町、浜田町、
伊勢区画整理事業（仮換地）

浜尾橋北

相生町南

大浜小北

大浜小東

塩浜町

笹山町

千福町

福清水

末広町

城山町

中央中学校東

雨池町3丁目

大浜小学校大浜小学校

新川中学校

中央中学校

新川中学校

中央中学校

鶴見町5丁目

名

鉄

三

河

線

名

鉄

三

河

線

賦課対象区域（丁目の全部又は
一部が賦課対象となる地域）
伊勢町1、4丁目、伊勢区画整理
事業（仮換地)､尾城町1丁目、篭
田町1・2、4丁目、幸町1・2丁
目、城山町2丁目、住吉町1・
2、4丁目、千福町1～6丁目、
中後町1～4丁目、浜尾町1～4
丁目、浜田町2・3丁目
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に
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で
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ら
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道
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に
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を
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で
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う
と
、

整
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区
域
以
外
の
人
も
こ
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を
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担
す
る

こ
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に
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り
、
不
公
平
が
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ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
整
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に
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利
益
を
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け
る
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に
、
建
設
費
の
一
部
を
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し
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い
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だ
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の
が
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者
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担
金
は
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の
土
地
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し
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の
も
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で
す
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例
え
ば
190
㎡
の
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地
の
負
担
金
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は
、

350
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190
㎡
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６
万
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千
500
円
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な
り
ま

す
。

今
回
、
公
告
さ
れ
る
賦
課
対
象
区
域
内

に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は

そ
の
土
地
に
権
利
を
持
っ
て
い
る
人
の
い

ず
れ
か
が
受
益
者
（
負
担
金
を
納
め
る
人
）

で
す
。
市
で
は
、
９
月
下
旬
以
降
に
対
象

と
な
る
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
へ
書
類

を
送
付
し
ま
す
。

３
年
度
に
賦
課
決
定
し
た
区
域
は
、
４

年
６
月
よ
り
負
担
金
の
納
付
が
始
ま
り
ま

す
。
納
付
方
法
は
５
年
間
の
分
割
で
、
１

年
を
４
期
に
分
け
て
計
20
期
で
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
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た
だ
し
、
各
年
度
の
第
１

期
（
毎
年
６
月
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に
残
り
の
負
担
金
全
額

を
一
括
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
は
納
期
前
納
付
報
奨
金
（
限
度
額

25
万
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

・
農
地
（
登
記
及
び
現
況
が
農
地
）

・
係
争
中
の
土
地

・
災
害
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
受
益

者
が
所
有
す
る
土
地

・
国
、
地
方
公
共
団
体
の
土
地

・
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
の
土
地

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
の
土
地

・
墓
地
、
埋
葬
な
ど
に
関
す
る
法
律
第
２

条
第
５
項
に
規
定
す
る
墓
地

・
宗
教
法
人
法
第
３
条
に
規
定
す
る
境
内

地
・
私
道
（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
）

・
自
治
会
な
ど
が
管
理
運
営
す
る
集
会
場

な
ど
の
土
地

※

減
免
率
は
25
％
〜
100
％
で
す
。

都
市
基
盤
の
整
備
と
し
て
平
成
元
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
令
和
２
年
度
末
に
お
い
て

千
304
．
９
ha
を
整
備
し
ま
し
た
。

「
令
和
３
年
度
に
工
事
を
行
い
、
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年
４
月
１
日
か
ら
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
（
一
部
の
既
整
備
区

域
を
含
む
）」を
３
年
度
に
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を
賦
課
す
る
区
域
と
し
て
７
月
１
日
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に
公
告
す

る
予
定
で
す
。
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汚
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浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
、
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水
は
川
や
海
へ
直
接
放
流
す
る
「
分
流
式

下
水
道
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
住
宅
を
新
築
・
増
改
築
す
る

人
は
、
汚
水
と
雨
水
を
別
々
に
流
す
こ
と

の
で
き
る
設
備
に
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
下
水
道
に
接
続
す
る
と
き
改
造

が
容
易
に
で
き
、
経
費
の
無
駄
が
な
く
な

り
ま
す
。

未
接
続
の
場
合
、
家
庭
汚
水
の
悪
臭
な

ど
が
発
生
し
、
近
所
の
人
に
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。
下
水
道
法
で
は
「
公
共
下
水
道

が
供
用
開
始
さ
れ
た
場
合
は
下
水
道
に
接

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
接
続
義
務

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
な
家
庭
の
場
合
、
浄
化

槽
に
か
か
る
費
用
よ
り
下
水
道
使
用
料
の

方
が
割
安
で
あ
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

１
日
も
早
い
下
水
道
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。
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益
者
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担
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課
対
象
区
域

下
水
道
が
整
備
さ
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て
い
な
い
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域

で
住
宅
を
新
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・
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改
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す
る
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へ

下
水
道
が
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用
で
き
る
区
域
内
で
下

水
道
へ
接
続
し
て
い
な
い
人
へ

公
共
下
水
道
に
早
期
接
続
を
！

負
担
金
の
徴
収
猶
予

負
担
金
の

減
免
さ
れ
る
場
所

負
担
金
を
納
め
る
人

負
担
金
の
納
付

受
益
者
負
担
金

負
担
金
は

１
㎡
当
た
り
350
円

令
和
３
年
度
下
水
道
事
業

△市下水道マスコット
キャラクター ギョッピー

122021.7.1

賦課
対象区域図
（色塗り部分）

尾城町、篭田町、幸町、城山町、
住吉町、千福町、中後町、浜尾町

伊勢町、浜田町、
伊勢区画整理事業（仮換地）

浜尾橋北

相生町南

大浜小北

大浜小東

塩浜町

笹山町

千福町

福清水

末広町

城山町

中央中学校東

雨池町3丁目

大浜小学校大浜小学校

新川中学校

中央中学校

新川中学校

中央中学校

鶴見町5丁目

名
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河

線

名

鉄

三

河

線

賦課対象区域（丁目の全部又は
一部が賦課対象となる地域）
伊勢町1、4丁目、伊勢区画整理
事業（仮換地)､尾城町1丁目、篭
田町1・2、4丁目、幸町1・2丁
目、城山町2丁目、住吉町1・
2、4丁目、千福町1～6丁目、
中後町1～4丁目、浜尾町1～4
丁目、浜田町2・3丁目

13


